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はじめに

　大水深かつ大波浪海域で防波堤を建設する場合、

一般的に消波ブロック被覆堤が採用されるが、その

消波ブロックが大断面となり、建設コストアップの

大きな要因となって、極端に建設コストが高くなる。

　こうした状況を踏まえ、建設費縮減の観点から消

波ブロックを必要としない構造である大波浪透過式

ケーソンの開発に取り組んだものである。この透過

式スリットケーソン堤の適用は、建設コストの縮減

のみならず、港内の水質環境を考慮する上で効果的

な手法であると考えられる。

調査研究の概要

　大水深かつ大波浪海域として管内の日高港をモデ

ルケースとして検討を行った。

　まず、水理模型実験により、その反射率や伝達率等

の水理機能特性を解明し、委員会形式によって検討を

行い、最適なスリットの形状や開口率を設定した。

　次に、模型実験で測定した波圧等の外力に基づいて

ケーソン全体及び各部材断面を試設計し、従来のスリ

ットタイプや消波ブロックタイプと比較検討した。

調査研究の内容

　大波浪透過式スリットケーソン堤は、大水深・大

波浪防波堤として次の優れた特性を有していること

がわかった。

①通常波浪に対し、広い周期帯で反射率が０.４程度

となり、小型船舶航行のための低反射機能を有し

ている。

②設計波高（１０.２m）の伝達率が０.２未満で、低波

高（３.０m）で周期７secの波に対しても伝達波が

０.５m未満と消波ブロックタイプと変わらない機

能を有している。

③設計波に対する滑動限界重量が不透過式スリッ

トケーソンに比べ概ね３～７％小さく、各部材に

も大きな衝撃波圧が発生しない等の大波浪に対応

した耐波性能を有している。

④建設費が不透過式のスリットケーソンタイプに

比べ約３％、消波ブロックタイプに比べ約１４％の

　

大波浪透過式スリットケーソンの開発
　

コスト縮減が図れる等の大波浪・大水深海域で在

来の構造形式より経済的である。

⑤堤体自身に透過部を有するため、不透過式スリ

ットケーソンと比べ、海水交換が期待できるので、

港内の水質環境に配慮した構造になっている。

おわりに

　大波浪透過式スリットケーソン堤は、大水深・大

波浪防波堤として優れた特性を有している。

　今回の検討は、一つのモデルを対象としたもので

あり、今後の事業化に向けて、いくつかのモデルを

設定し、消波部及び透過部の諸元決定、施工方法等

の検討を行う必要があると考えている。
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